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■前回の｢教えて！にちぎん｣に続いて、今回「日本
銀行のレポートから」の連載を開始しました。日銀
の広報誌がどうあるべきかについて、読者の皆さん
からさまざまなご意見を頂戴していますが、米国の
サブプライム・ローン問題に端を発した世界的な金
融危機に直面する中で、「国民の皆さんに日銀の機能
や役割、日本経済についての見方を知っていただく」、
という広報誌としての本来の趣旨をより強く意識す
る必要があるのではないかと考え、今回このような
見直しを行いました。
なお、「インタビュー」や「地域の底力」では、引
き続き読者の皆さんを元気付けるような人物や地域
の活動を取り上げていきたいと思います。改めて読
者の皆さまのご意見をお待ちしています。 （恵谷）
■山形県の山形工房をお訪ねしました。杉本博司先
生も「日本の職人の技術や勤勉さは今も大したもの
だ」とおっしゃっていましたが、高い技術力を持つ
山形工房が世界で評価を得たことは当然のことだと
思います。地道に技を磨きどんな要求にも応えよう
と創意工夫を凝らす姿勢は気概と誇りにあふれ、“使
われてこそ道具”と言い切る真摯な姿勢にも感動を
覚えます。使い捨て文化に浸る現代にあって、丹精
を凝らした道具は、使う側にも道具を大切にする気
持ちを呼び起こします。50年間愛用した椅子の修理
を依頼されたこともあったそうです。イタリアのカ
ロッツェリアの職人は、社会的にも経済的にも高い
地位を得ていると聞きます。山形版カロッツェリア
の成功を願ってやみません。 （ＡＵ）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文をPDFファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。
（http://www.boj.or.jp/type/pub/nichigin.htm）
※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反
映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営
に関する公式見解については、日本銀行ホームページ
（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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＊本誌の用紙は、環境・社会・経済のすべての側面に配慮した厳しい基準
に従って適切に管理された森林からの木材を原料としていることを示す、
FSC認証紙を使用しています。

本店内で開催された市民講座

昭和49.3 東京大学経済学部卒業
49.4 日本銀行入行

平成 4.4 調査統計局物価統計課長
5.5 大阪支店営業課長
7.5 営業局金融課長
8.5 高松支店長
10.5 経営企画室参事
16.7 企画局長
18.2 日本銀行理事
20.10 日本銀行副総裁
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